
年間授業計画　様式例

東京都立農産高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 N 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 2

数学Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　数と式、二次関数についての基本的な概念や
原理・法則を体系的に理解するとともに、事象
を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的
に表現・処理したりする技能を身に付けるよう
にする。

　数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変
形したりする力、関数関係に着目し、事象を的確
に表現してその特徴を表、式、グラフを相互に関
連付けて考察する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度、問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり、評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

数Ⅰ708　実教出版株式会社　高校数学Ⅰ

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈し
たり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察す
る力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎
を養う。

態
配当
時数

１
学
期

式の計算
【知識及び技能】
・多項式の加減、減法の計算がで
きる。
・指数法則や分配法則を用いて、
多項式の展開ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・未知数を文字を使った式で表現
できる。
・式の展開と分配法則の関係を考
察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・単項式、多項式の式の整理を工
夫することで、最適化することを
学ぶ。
・多項式の乗法には、数の場合と
同様に分配法則が使えることに関
心をもち、考察する。

・文字を含んだ式のきまり
・整式
・整式の加法・減法
・整式の乗法

【知識・技能】
・文字を使った式で数量を表すことの必要性を
理解している。
単項式や多項式、次数、同類項など式に関する
用語を理解している。
【思考・判断・表現】
・ある数について、文字を使った式で表現しよ
うとしている。
・式の展開と分配法則の関係を考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・単項式、多項式とその整理の仕方に関心をも
ち、考察している。
・多項式の乗法には、数の場合と同様に分配法
則が使えることに関心をもち、考察している。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査 ○ ○ 1

14

乗法公式　因数分解
【知識及び技能】
・指数法則や分配法則を用いて、
多項式の展開ができる。
・因数分解の公式を利用できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・式の展開と分配法則の関係を考
察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・多項式の乗法には、数の場合と
同様に分配法則が使えることに関
心をもち、調べようとする。

・乗法公式による展開
・因数分解

【知識・技能】
・指数法則や分配法則を用いて、多項式の展開
している。
・展開の公式を利用している。
・因数分解の公式を利用している。
【思考・判断・表現】
・展開の公式の導き方を、面積図を使って考察
しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・多項式の乗法には、数の場合と同様に分配法
則が使えることに関心をもち、調べようとして
いる。

○ ○ ○

1
定期考査

○ ○



３
学
期

実数
【知識及び技能】
・根号を含む式の加法、減法、乗
法の計算ができる。
・絶対値の意味と記号表示を理解
している。
【思考力、判断力、表現力等】
・根号を含む式の乗法の計算に、
展開の公式を適用することができ
る。・実数の絶対値を、数直線上
で原点からの距離として考察する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・今まで学習してきた数の体系に
ついて整理し、調べようとする。

・平方根とその計算
・実数

実数
【知識・技能】
・根号を含む式の加法、減法、乗法の計算して
いる。
・絶対値の意味と記号表示を理解している。
【思考・判断・表現】
・根号を含む式の乗法の計算に、展開の公式を
適用している。
・実数の絶対値を、数直線上で原点からの距離
として考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・今まで学習してきた数の体系について整理
し、調べようとしている。

〇 〇 〇 17

〇 〇

定期考査
1

定期考査
〇 〇 1

78

〇 14

1

合計

２
学
期

〇 〇

〇 〇

〇〇
定期考査

【知識・技能】
・１次方程式を理解している。
・１次不等式を理解している。
・２次方程式を理解している。
【思考・判断・表現】
・数量の大小関係を式で表現している。
・不等式の性質を、数直線上の点と対応させて
考察している。
・不等式の性質を基に、1次不等式を解く方法を
考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・不等式の性質について、等式の性質と比較し
て、考察しようとしている。
・1次不等式の解き方について、1次方程式の解
き方と比較して、調べようとしている。

〇 16

１次不等式、１・２次方程式
【知識及び技能】
・１次方程式、１次不等式、２次
方程式を解くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・数量の大小関係を式で表現する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・不等式の性質について、等式の
性質と比較し調べようとする。

・１次不等式
・１・２次方程式

２次関数
【知識及び技能】
・関数について理解できる。
・２次関数のグラフを書くことが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・2つの数量の関係を関数の式で表
現することができる。
・関数を表、式、グラフによって
考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・日常の事象の中に関数を見つ
け、調べようとする。

・関数について復習する。
・放物線の形や軸、頂点
・y＝ax^2のグラフ
・y＝ax^2+qのグラフ
・y＝a(x－p)^2のグラフ
・y＝a(x－p)^2＋qのグラフ

【知識・技能】
・関数について理解している。
・座標について理解している。
・放物線の形や軸、頂点について理解してい
る。
・y＝ax^2のグラフを理解している。
・y＝ax^2＋qのグラフを理解している。
・y＝a(x－p)^2のグラフを理解している。
・y＝a(x－p)^2＋qのグラフを理解している。
【思考・判断・表現】
・2つの数量の関係を関数の式で表現している。
・関数を表、式、グラフによって考察してい
る。
・y＝ax＋bのグラフをy＝axのグラフをy軸方向
に平行移動したものとみて考察している。
・y＝a(x－p)^2＋qのグラフについて、x軸方
向、y軸方向の平行移動の組み合わせをみて考察
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日常の事象の中に関数を調べようとしてい
る。



年間授業計画　様式例

東京都立農産高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 N 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 2

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
とする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

数学Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　数と式、2次関数についての基本的な概念や原
理・法則を体系的に理解するとともに、事象を
数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に
表現・処理したりする技能を身に付けるように
する。

　数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に
変形したりする力、関数関係に着目し、事象を
的確に表現してその特徴を表、式、グラフを相
互に関連付けて考察する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度、問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり、評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

数Ⅰ 708　実教出版株式会社　高校数学Ⅰ

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈
したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察
する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

態
配当
時数

１
学
期

2次関数の値の変化
【知識及び技能】
・2次関数の最大値・最小値を理解
できる。
・2次方程式の解と2次関数のグラフ
との関係について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・定義域に制限がある2次関数の最
大値・最小値について考察できる。
・日常の事象について、2次関数の
最大値・最小値を利用して考察でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・D＝b^2－4acの符号を用いると、2
次関数のグラフ・2次方程式の関係
がまとめられることに興味をもち、
Dの式を用いてグラフと共有点の個
数を考察する。

・2次関数の最大値・最小値
・2次関数のグラフと2次方程式

【知識・技能】
・2次関数の最大値・最小値を理解している。
・2次方程式の解と2次関数のグラフとの関係に
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
・定義域に制限がある2次関数の最大値・最小
値について考察している。
・日常の事象について、2次関数の最大値・最
小値を利用して考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・2次関数の値の変化に関心をもち、具体的な
事象の考察に２次関数の最大・最小を活用して
いる。
・D＝b^2－4acの符号を用いると、2次関数のグ
ラフ・2次方程式の関係がまとめられることに
興味をもち、Dの式を用いてグラフと共有点の
個数を考察している。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

2次関数の値の変化
【知識及び技能】
・2次不等式の解と2次関数のグラフ
との関係について理解し、グラフを
用いて2次不等式の解を求めること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・2次不等式を解く際に、簡単に因
数分解できない2次式について、2次
方程式の解の公式を利用して考察で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
・D＝b^2－4acの符号を用いると、2
次関数のグラフ・2次方程式・2次不
等式の関係がまとめられることに興
味をもち、Dの式を用いてグラフと
共有点の個数を考察する。

・2次関数のグラフと2次不等式 【知識・技能】
・2次不等式の解と2次関数のグラフとの関係に
ついて理解し、グラフを用いて2次不等式の解
を理解している。
【思考・判断・表現】
・2次不等式を解く際に、簡単に因数分解でき
ない2次式について、2次方程式の解の公式を利
用して考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・D＝b^2－4acの符号を用いると、2次関数のグ
ラフ・2次方程式・2次不等式の関係がまとめら
れることに興味をもち、Dの式を用いてグラフ
と共有点の個数を考察している。

○ ○ ○ 14

定期考査 ○ ○

1
定期考査

○ ○



〇 〇

３
学
期

合計

78

〇 14

定期考査

1

２
学
期

三角比
【知識及び技能】
・割り算と分数と比の関係について
理解できる。
・三角比の定義を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・測量の問題に三角比を活用するこ
とができる。
・拡張された三角比を、座標平面に
図示して考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・三角比の相互関係を調べようとす
る。
・鈍角の三角比が座標平面を利用し
て定義される理由に関心をもち、考
察する。

・三角形
・三角比
・三角比の利用
・三角比の相互関係

【知識・技能】
・割り算と分数と比の関係について理解してい
る。
・三角比の定義を理解している。
【思考・判断・表現】
・測量の問題に三角比を活用している。
・拡張された三角比を、座標平面に図示して考
察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・三角比の相互関係を調べている。
・鈍角の三角比が座標平面を利用して定義され
る理由に関心をもち、考察している。

〇 〇 〇 17

定期考査

16

1

1

【知識及び技能】
・正弦定理や余弦定理について理解
し、三角形の辺の長さや角の大きさ
を求めることができる。
・三角比を用いて三角形の面積を求
めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・正弦定理や余弦定理を導く過程を
考察できる。
・日常の事象について、正弦定理や
余弦定理を利用して高さや距離が求
められることを考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・余弦定理と三平方の定理の関係に
関心をもつ。
・正弦定理や余弦定理を利用するこ
とで、実測が難しい距離などを求め
られることに関心をもつ。

・三角比の拡張
・三角形の面積
・正弦定理
・余弦定理
・正弦定理と余弦定理の利用

【知識・技能】
・座標を用いて、平面上の点を表したり、２点
間の距離や線分の内分点、外分点を求めてい
る。
・２つの直線の平行条件および垂直条件を理解
し、２つの直線の位置関係について基礎的な知
識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・座標を用いて平面上の点を表すことのよさを
とらえ、いろいろな図形の考察している。
・座標を用いて、２点間の距離や線分の内分
点、外分点について考察している。
・２つの直線が平行であるための条件や垂直で
あるための条件を考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・直線が２元１次方程式で表せることに関心を
もち、いろいろな直線を式で表そうとしてい
る。
・２つの直線の位置関係に関心をもち、調べよ
うとしている。

〇 〇 〇

定期考査
〇 〇

・集合と要素
・命題
・いろいろな証明法

【知識・技能】
・集合に関する基本的な概念を理解している。
・2つの集合の和集合・共通部分の求め方が身
についている。
・必要条件、十分条件、必要十分条件について
理解している。
【思考・判断・表現】
・集合と命題の関係を考察している。
・対偶などを利用して、簡単な命題を証明して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・具体的な事象を、集合で表すことのよさにつ
いて理解しようとしている。
・身の回りの話題から、命題を考察して、必要
条件、十分条件、必要十分条件を積極的に調べ
ようとしている。

〇 〇

〇 〇

集合と要素
【知識及び技能】
・集合に関する基本的な概念を理解
できる。
・2つの集合の和集合・共通部分を
求めることができる。
・命題に関する基本的な概念を理解
し、簡単な命題の真偽を調べること
ができる。
・必要条件、十分条件、必要十分条
件について理解できる。
・命題の逆や対偶をつくることがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
・集合と命題の関係を考察できる。
・対偶などを利用して、簡単な命題
を証明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・具体的な事象を、集合で表すこと
のよさについて理解できる。
・身の回りの話題から、命題を考察
して、必要条件、十分条件、必要十
分条件を積極的に調べようとする。



年間授業計画　様式例

東京都立農産高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 N

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学 数学A
数学 数学A 2

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎
を養う。

数学A

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　場合の数と確率、図形の性質についての基本
的な概念や原理・法則を体系的に理解するとと
もに、数学と人間の活動の関係について認識を
深め、事象を数学化したり、数学的に解釈した
り、数学的に表現・処理したりする技能を身に
付けるようにする。

不確実な事象に着目し、確率の性質などに基づいて事
象の起こりやすさを判断する力、図形の構成要素間の
関係などに着目し、図形の性質を見いだし、論理的に
考察する力、数学と人間の活動との関わりに着目し、
事象に数学の構造を見いだし、数理的に考察する力を
養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度、問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり、評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

数A 708　実教出版株式会社　高校数学A

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈し
たり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察す
る力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

態
配当
時数

１
学
期

集合、場合の数
【知識及び技能】
・集合の概念を理解する。順列の定
義を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・集合と要素について考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・集合の考えについて興味をもち、
いろいろな集合を表そうする。
・様々な場合の数を求めることに興
味・関心をもつ。

・集合と要素
・集合の要素の個数

【知識・技能】
・集合の要素の個数について関係式を理解し、
補集合の要素の個数や和集合の要素の個数を理
解している。
【思考・判断・表現】
・集合と要素について考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・集合の考えについて興味をもち、いろいろな
集合を表そうする。様々な場合の数を求めるこ
とに興味・関心をもとうとしている。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

場合の数
【知識及び技能】
・和の法則・積の法則を理解し、そ
れぞれの法則を用いて場合の数を求
めることができる。
・順列と組合せの考え方を理解し、
それらの総数を計算することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・順列と組合せの考え方を利用し
て、場合の数の求め方について考察
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・順列や組合せの考え方を利用する
ことに関心をもつ。
・順列や組合せの考え方を利用し
て、身の回りの事象の場合の数を調
べようとする。

・場合の数
・順列

【知識・技能】
・和の法則・積の法則を理解し、それぞれの法
則を用いて場合の数を求めようとしている。
・順列と組合せの考え方を理解し、それらの総
数を計算をしている。
【思考・判断・表現】
・順列と組合せの考え方を利用して、場合の数
の求め方について考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・順列や組合せの考え方を利用して、身の回り
の事象の場合の数を調べようとしている。 ○ ○ ○ 14

定期考査 ○ ○

1
定期考査

○ ○



確率
【知識及び技能】
・確率の定義を理解し、簡単な確率
を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ものごとの起こりやすさを、同様
に確からしいという概念をもとに数
量的に考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ものごとの起こりやすさを、数値
を使って計算で求めようとする。

〇 〇

合計

78

〇 14

定期考査

1

２
学
期

・事象と確率 【知識・技能】
・確率の定義を理解し、簡単な確率理解してい
る。
・確率の性質を理解している。
・表や組合せの考えを活用して、確率を求めて
いる。
【思考・判断・表現】
・試行の結果を事象としてとらえ、事象を集合
と結びつけて考察している。
・ものごとの起こりやすさを、同様に確からし
いという概念をもとに数量的に考察している。
・排反事象や余事象の確率などを利用して、複
雑な事象の確率を考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・さいころを何回も投げる実験において、ある
目が出る割合が一定の値に近づくことに興味を
もち、その値の求め方を考察している。
・ものごとの起こりやすさを、数値を使って計
算で求めようとしている。

〇 〇 〇 17

定期考査

16

〇 〇

３
学
期

1

1

確率
【知識及び技能】
・独立な試行、反復試行の確率を、
公式を用いて求めることができる。
・条件つき確率の定義を理解し、確
率を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・確率の乗法定理を利用すること
で、くじを引くときの順番には当た
る確率は関係がないことを理解し、
説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・条件つき確率や確率の乗法定理の
考えに興味・関心をもち、活用す
る。

・独立な試行の確率
・条件付き確率
・反復試行の確率

【知識・技能】
・試行が独立か、独立でないかを判断してい
る。
・独立な試行の確率を、公式を用いて求めるて
いる。
・反復試行の確率を、公式を用いて求めてい
る。
・条件つき確率の定義を理解し、確率を求めて
いる。
・確率の乗法定理を理解し、確率を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
・独立な試行の確率を、具体的な例から直観的
に考察している。
・反復試行の意味を理解し、確率の求め方を組
合せの考えと関連付けて考察している。
・確率の乗法定理を利用することで、くじを引
くときの順番には当たる確率は関係がないこと
を理解し、説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・独立な試行の確率や反復試行の確率につい
て、興味をもって求めようとする。
・条件つき確率や確率の乗法定理の考えに興
味・関心をもち、活用しようとしている。

〇 〇 〇

定期考査
〇 〇

三角形
【知識及び技能】
・三角形の角度を求めることができ
る。
・角の二等分線と線分比が理解でき
る。
・三角形の外心と外接円の関係が理
解できる。
・三角形と線分比を理解できる。
・角の二等分線と線分比が理解でき
る。
・三角形の外心と外接円の関係が理
解できる。
・三角形の重心を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・三角形の内角の和が180度である
ことを考察できる。
・中点連結定理を考察できる。
・角の二等分線と線分比が理解でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・三角形に興味を持ち、調べようと
する。

・三角形の角
・三角形と線分比
・三角形の外心・内心・重心

【知識・技能】
・三角形と線分比を理解している。
・三角形の内心と内接円の関係が理解してい
る。
・三角形と線分比を理解している。
・角の二等分線と線分比が理解している。
・三角形の外心と外接円の関係が理解してい
る。
・三角形の重心を理解している。
【思考・判断・表現】
・三角形の内角の和が180度であることを考察し
ている。
・中点連結定理を考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・三角形に興味を持ち、調べようとしている。

〇 〇



年間授業計画　様式例

東京都立農産高等学校 令和７年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 N

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学 数学Ⅱ
数学 数学Ⅱ 2

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を
養う。

数学Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

いろいろな式、図形と方程式、指数関数・対数関
数、三角関数及び微分・積分の考えについての基本
的な概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数
学的に表現・処理したりする技能を身に付けるよう
にする。

数の範囲や式の性質に着目し、等式や不等式が成り
立つことなどについて論理的に考察する力、座標平
面上の図形について構成要素間の関係に着目し、方
程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表現した
り、図形の性質を論理的に考察したりする力を養
う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度、粘り強く柔軟に考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決
の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改
善したりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

７実教数Ⅱ７０５　実教出版株式会社　新訂版　高校数学Ⅱ

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈し
たり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察す
る力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

態
配当
時数

１
学
期

乗法公式　因数分解　分数式
【知識及び技能】
乗法公式や因数分解の公式を理解で
きる。
・分数式を計算できる。
【思考力、判断力、表現力等】
乗法公式と因数分解公式を考察する
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・乗法公式や因数分解の公式につい
て関心をもち、調べようとする。
・分数式について関心をもち、調べ
ようとする。

・整式の乗法
・因数分解
・分数式

【知識・技能】
乗法公式や因数分解の公式を理解している。
・分数式を計算している。
【思考・判断・表現】
乗法公式と因数分解公式を考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・乗法公式や因数分解の公式について関心をも
ち、調べようとしている。
・分数式について関心をもち、調べようとして
いる。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

複素数
【知識及び技能】
・複素数の四則計算ができる。
・複素数の範囲で２次方程式の解を
求めたり、判別式を利用して２次方
程式の解の判別ができる。
・解と係数の関係を利用して、式の
値を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・数を複素数まで拡張する過程を考
察することができる。
・２次方程式の解について判別式を
用いて考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・数の体系を複素数まで拡張する意
義に気づくとともに、数を拡張して
いく過程に関心をもち、調べようと
する。
・複素数の範囲で二次方程式の解に
関心をもち、判別式を活用して二次
方程式の解について調べようとす
る。

・複素数
・２次方程式
・解と係数の関係

【知識・技能】
・複素数の四則計算している。
・複素数の範囲で２次方程式の解を求めたり、
判別式を利用して２次方程式の解の判別を理解
している。
・解と係数の関係を利用して、式の値を求めて
いる。
【思考・判断・表現】
・数を複素数まで拡張する過程を考察してい
る。
・２次方程式の解について判別式を用いて考察
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・数の体系を複素数まで拡張する意義に気づく
とともに、数を拡張していく過程に関心をも
ち、調べようとしている。
・複素数の範囲で二次方程式の解に関心をも
ち、判別式を活用して二次方程式の解について
調べようとしている。

○ ○ ○ 14

定期考査 ○ ○

1
定期考査

○ ○



〇 〇

合計

78

〇 14

定期考査

1

２
学
期

剰余の定理
【知識及び技能】
・整式の除法について、商と余りの
関係を理解できる。
・高次方程式の解法について、因数
分解の公式や因数定理を用いて考察
することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・剰余の定理・因数定理を整式の除
法や高次方程式の解法と関連づけて
理解し、基礎的な知識を身に付け
る。
・整式の除法について、商と余りの
関係を考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・整式の除法に関心をもつ。
・剰余の定理や因数定理に関心をも
ち、高次方程式の解法に活用しよう
とする。

・整式の除法
・剰余の定理と因数定理

【知識・技能】
・整式の除法について、商と余りの関係を理解
している。
・高次方程式の解法について、因数分解の公式
や因数定理を理解している。
【思考・判断・表現】
・剰余の定理・因数定理を整式の除法や高次方
程式の解法と関連づけて理解し、基礎的な知識
を身に付けている。
・整式の除法について、商と余りの関係を考察
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・整式の除法に関心をもつ。
・剰余の定理や因数定理に関心をもち、高次方
程式の解法に活用しようとしている。

〇 〇 〇 17

定期考査

16

〇 〇

３
学
期

1

1

図形と方程式
【知識及び技能】
・座標を用いて、平面上の点を表し
たり、２点間の距離や線分の内分
点、外分点を求めることができる。
・２つの直線の平行条件および垂直
条件を理解し、２つの直線の位置関
係について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・座標を用いて平面上の点を表すこ
とのよさをとらえ、いろいろな図形
の考察できる。
・座標を用いて、２点間の距離や線
分の内分点、外分点について考察す
ることができる。
・２つの直線が平行であるための条
件や垂直であるための条件を考察す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・直線が２元１次方程式で表せるこ
とに関心をもち、いろいろな直線を
式で表そうとする。
・２つの直線の位置関係に関心をも
ち、調べようとする。

・内分点
・外分点
・直線の方程式

【知識・技能】
・座標を用いて、平面上の点を表したり、２点
間の距離や線分の内分点、外分点を求めてい
る。
・２つの直線の平行条件および垂直条件を理解
し、２つの直線の位置関係について基礎的な知
識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・座標を用いて平面上の点を表すことのよさを
とらえ、いろいろな図形の考察している。
・座標を用いて、２点間の距離や線分の内分
点、外分点について考察している。
・２つの直線が平行であるための条件や垂直で
あるための条件を考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・直線が２元１次方程式で表せることに関心を
もち、いろいろな直線を式で表そうとしてい
る。
・２つの直線の位置関係に関心をもち、調べよ
うとしている。

〇 〇 〇

定期考査
〇 〇

円の方程式
【知識及び技能】
・具体的に与えられた条件の下で円
を式で表すことができる。
・方程式を用いて円と直線の位置関
係を調べたり円と直線の交点を求め
たりすることができる。
・不等式で表される領域を図示した
り、与えられた領域を不等式で表し
たりすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・不等式と平面上の図形との関係に
ついて考察することができる。
・円と直線の位置関係と、連立方程
式の解との関係を考察することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・ｘ、ｙについての不等式がいろい
ろな図形を表すことに関心をもち、
調べようとする。
・円を方程式で表すことに関心をも
ち、いろいろな円を式で表そうとす
る。

・円の方程式
・円と直線の距離
・不等式の領域
・円で分けられる領域
・直線で分けられる領域
・連立不等式の表す領域

【知識・技能】
・具体的に与えられた条件の下で円を式を理解
している。
・方程式を用いて円と直線の位置関係を調べた
り円と直線の交点を理解している。
・不等式で表される領域を図示したり、与えら
れた領域を不等式で表している。
【思考・判断・表現】
・不等式と平面上の図形との関係について考察
している。
・円と直線の位置関係と、連立方程式の解との
関係を考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・ｘ、ｙについての不等式がいろいろな図形を
表すことに関心をもち、調べようとしている。
・円を方程式で表すことに関心をもち、いろい
ろな円を式で表そうとしている。

〇 〇


